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１ 背景・目的  

道路法施行規則の一部改正（平成 26年 7月施行）により,「点検

→診断→措置→記録」のメンテナンスサイクルの実施が道路管理者

の義務として明確化した.そのため,管理者としてこれまで以上に,

「点検・診断」,「詳細調査・補修設計」,「措置（補修工事）」を

発注することになるが,点検,調査,設計段階で予算が集中し,メン

テナンスサイクルが途切れてしまうこともある. 

また,多くの補修設計では,足場等を設置しない状態での設計精

度,新設橋と同等の性能を求めると,過大な補修内容となり費用が

増加する傾向がある.メンテナンス分野は始まったところであり,

現場経験が豊富な専門家も少ないことから,損傷原因を特定できな

いまま補修を実施し,適切な措置ができていない場合もある. 

ここでは,点検で確認した損傷の原因が特定困難と判断された特

殊条件の橋梁（表１,写真１）を対象に,補修工事段階で詳細点検・

診断・措置方法の検討を一括で発注した試みについて紹介する.  

２ 主な損傷内容と検証方法  

外観調査・点検により確認された主な損傷を表２に示す.対象と

なった橋は,曲線半径が小さいため固定支保工により架設された.

定期点検結果を基に,概算で補修数量を算出し,前述の条件で工

事発注した.受注業者は,補修工事の段取りと並行して,詳細調査を

実施し,緊急な補修が必要な損傷（漏水経路,原因）かどうか判断するため,施工記録の確認と,解析検討を実施

し,原因を究明している. 
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・P1～P2 径間のウェ

ブに広範囲にエフ

ロレッセンスが発

生. 

・ウェブ上端の打継

ぎ目に漏水がある.

・微細な水平ひび割

れがウェブに発生.

・特に曲線外側のウ

ェブ厚が変化する

近傍に多数発生. 

・張出床版下面にひ

び割れや漏水が発

生. 

・発生箇所は壁高欄

の目地位置にほぼ

一致. 

・上床版下面に橋軸

直角方向にひび割

れが発生. 

・支点横桁および中

間横桁部の，主にマ

ンホールの隅角部

を起点とする幅の

大きなひび割れが

発生. 
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表２ 主な損傷内容 

写真 1 あじさい橋 

表 1 対象橋梁諸元(あじさい橋) 

橋 長 L=113.0m 

幅 員 有効幅員 W=9.0m 

平 面 線 形 R=70～80m 

上部工形式  ３径間連続箱桁橋 

下部工形式  
橋台：逆Ｔ式橋台 

橋脚：壁式橋脚 

基礎工形式  
橋台：場所打ち杭 

橋脚：大口径深礎杭 

施 工 方 法 固定支保工 

架 設 年 度 平成 10年（1998 年） 
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３ 損傷原因の特定 

表２の損傷（ひび割れ）の原因となった応力状態を確認することで発生原因を特定することとした.ＦＥＭ

応力解析では,活荷重,主ケーブルの腹圧力,平面線形の影響の程度を検討し,温度応力解析では,施工手順,コ

ンクリートの水和熱,乾燥収縮等の影響を確認した.表３に解析の結果,特定されたひび割れ原因をまとめる. 

(1) FEM 応力解析

ひび割れが多く発生している

箱桁内右側ウェブ（曲線外側）で

は,主ケーブルの腹圧力による鉛

直 方 向 の 引 張 応 力 （ 最 大

3.0N/mm2 程度）を確認した.ひび

割れの発生状況を照らし合わせ

ると,解析結果と整合する（図１）

ことから,ウェブの水平ひび割れ（損傷②）の主な原

因を特定でき,施工不良や突発的な要因によるもので

はないことが判断できる. 

(2) 温度応力解析

温度応力がひび割れ発生に与える影響を評価する

には,ひび割れ指数 1)を用いる.壁高欄目地部下端の

張出床版が壁高欄の乾燥収縮にともない,目地が開く

方向に引張力を受け,ひび割れ指数が低下する（図２）.

これは,主に床版と壁高欄の材齢差による収縮量の差

の影響が大きいことが判った.よって,張出床版のひ

び割れは初期に発生したものであり,今後,進展する

可能性は小さいと判断できる. 

４ 効率的なメンテナンスサイクルの実現 

道路管理者の立場で,点検から補修工事まで一括

で発注することの所感は以下のとおり． 

・ 施工時に設置する足場を活用し,施工時の詳細

な記録をレビューすることで詳細な検証が可能

となる.そのため,点検後に別途詳細設計を行う

ことと比較すると費用,期間が縮減する（表４）. 

・ 補修の要否,進展性（再劣化の可能性）を把握で

き,適切な補修が実施できる. 

・ 検証したノウハウを他の橋梁等でも参考にする

ことができる. 

なお, 今度，どのような構造物，現地条件の道路

施設に今回のような発注が適しているか検証してい

きたい.
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図１ ウェブ損傷図とプレストレスによる主応力図 
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図２ ひび割れ指数 

表４ 点検・設計に関わる費用・期間（参考） 

比較項目 
点検・補修設計 

個別発注（従来） 

補修工事 

と一括発注 

コスト比※

（点検・設計）
１．０ ０．４ 

期 間 約１年 約３ヶ月 

※点検・設計にかかる費用を対比したもの。

表３ ひび割れ原因 

表２の損傷番号 ① ② ③ ④ ⑤ 

対象部材 ｳェﾌﾞ ｳェﾌﾞ
張出

床版

上 

床版

横桁

ﾏﾝﾎｰﾙ

Ｆ 

Ｅ 

Ｍ 

解 

析 

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽの

腹圧力 
◎ ◎ ― ― ― 

活荷重によ

る応力集中
― ― ○ ― ― 

ねじり 

モーメント
― ― ― ― ◎ 

温度

解析
乾燥収縮 ― ― ◎ ◎ ◎ 

◎：影響大 ○：影響小 ―：影響無
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